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しってる？ 食物アレルギー 
 食物アレルギーは、毎日の食事に関わる身近なこととして、誰もが正しく知ることが大切で

す。群馬県では、食品事故を防ぐため、絵本編と資料編で構成した、親子で学べる食物アレル

ギーの小冊子を作成しました。  

 今回は、その内容を一部紹介します。ぜひ、実際にご覧ください。 
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群馬県 食品・生活衛生課 

【絵本編】給食を題材に食物アレルギーについて考えます 

給食の時間、メニューの 

違うお友だちに気づく 

ことからお話が 

始まります 

事故を防ぐため、みんなで気をつけることを紹介します 

最後に絵本を作った目的を伝えます 



 

ご意見・ご感想 

お問い合わせは 

こ ち ら へ 

★公式フェイスブックで情報発信中！（https://www.facebook.com/gunma.shoku.anzen/） 

○入手できる場所は？ 
 

  県内の保健福祉事務所、前橋市保健所、高崎市保健所及び県庁県民センター 

 

○インターネットでダウンロードするには？ 
 

  http://www.pref.gunma.jp/05/by01_00195.html 

小冊子がダウンロード 

できるページだよ 

【資料編】 基本情報と保護者へのお願いがあります 

  学校生活、家庭における保護者の方へのお願い 
 

○お子さんに食物アレルギーがある、または食物アレルギーの疑いがある場合は、お子さんの 

 食物アレルギーに関する情報を必ず学校に連絡しましょう 
 

○お子さんが食物アレルギーかもしれないと思ったら、まず、かかりつけ医に相談しましょう 
 

○家族以外の子どもに食品を提供するときは、 

 食物アレルギーの有無、原因食品を確認しましょう 

 基本情報の内容 
 

○食物アレルギーはどうして起こるの？ 
 

○どんな症状が現れるの？ 
 

○食物アレルギーがある人の年齢は？ 
 

○原因になりやすい食品は？ 
 

○アレルギー表示のルールは？ 
 

○食物依存性運動誘発アナフィラキシー 
 

○口腔アレルギー症候群 

最新情報をお届けしています 

H30の割合で計算すると、40人のクラスに2人くらいは、

食物アレルギーの人がいることになります。 

どこのページに 

つながってるの？ 

小冊子の表紙 

 

     

■小冊子の情報は、こちらをご覧ください 


